
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

東
海
北
陸
自
動
車
道

道
路
の
区
域

郡
上
市
八
幡
町
西
乙
原
字
大
洞
二
二
七
二
番
二
か
ら
同
市
八
幡
町
西
乙

原
字
黒
木
尾
二
三
一
二
番
三
ま
で

前

最
大
最
小

一
六
〇
五
六

九
六

後

最
大
最
小

六
四
二
九

郡
上
市
大
和
町
万
場
字
下
前
平
二
九
七
〇
番
一
三
か
ら
同
市
大
和
町
万

場
字
下
前
平
二
九
七
〇
番
一
三
ま
で

前

最
大
最
小

六
三
四
一

二
七

後

最
大
最
小

四
九
四
一

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

山
陽
自
動
車
道
吹
田
山
口
線

道
路
の
区
域

防
府
市
大
字
富
海
字
み
の
こ
し
三
四
三
番
一
二
か
ら
同
市
大
字
富
海
字

片
山
五
二
八
番
一
ま
で

前

最
大
最
小

一
三
七
四
六

三
一

後

最
大
最
小

一
三
七
四
六

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

常
磐
自
動
車
道

道
路
の
区
域

南
相
馬
市
鹿
島
区
小
山
田
字
隠
町
二
番
三
か
ら
同
市
鹿
島
区
浮
田
字

木
沢
二
一
七
番
三
ま
で

前

最
大
最
小

二
五
三
六
四

二
三
八

後

最
大
最
小

二
五
三
六
四

平成™œ年˜™月™›日 火曜日 (号外第™Ÿ—号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
調
査
票
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る

改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

三
陸
北
沿
岸
は
、
岩
手
県
九
戸
郡
洋
野
町
の
青

森
県
境
か
ら
岩
手
県
宮
古
市
の
ケ
崎
ま
で
の
約

2
6
1
›
の
崖
地
形
の
海
岸
で
、
こ
の
う
ち
、
金
浜

地
区
海
岸
は
、
岩
手
県
宮
古
市
の
宮
古
湾
最
奥
部

に
位
置
し
、
二
級
河
川
津
軽
石
川
水
系
津
軽
石
川

（
以
下
「
津
軽
石
川
」
と
い
う
。）の
河
口
部
に
隣

接
す
る
全
長
約

1•
3
›
の
海
岸
で
あ
る
。
ま
た
、

津
軽
石
川
は
、
下
閉
伊
郡
山
田
町
の
高
滝
山
の
東

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
岩
手
県
宮
古
市
高
浜
４
丁

目
地
内
か
ら
同
市
赤
前
第
８
地
割
地
内
ま
で
の
延
長

2¶
1
6
6
N
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
「
金
浜
地
区
海
岸
改
修
工
事
及
び
二
級
河

川
津
軽
石
川
水
系
津
軽
石
川
改
修
工
事
」（
以
下
「
本

件
事
業
」
と
い
う
。）で
あ
る
。

本
件
事
業
の
う
ち
、「
金
浜
地
区
海
岸
改
修
工
事
」

（
以
下
「
本
件
海
岸
事
業
」
と
い
う
。）は
、
海
岸
法

（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
0
1号
）
第
２
条
第
１
項
に
規

定
す
る
海
岸
保
全
区
域
内
に
あ
る
海
岸
保
全
施
設
に

関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
1
0の
２
号
に
掲

げ
る
海
岸
法
に
よ
る
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
事
業

に
該
当
し
、「
二
級
河
川
津
軽
石
川
水
系
津
軽
石
川
改

修
工
事
」（
以
下
「
本
件
河
川
事
業
」
と
い
う
。）は
、

河
川
法
（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
6
7号
）
第
３
条
第
１

項
に
規
定
す
る
河
川
の
う
ち
、
二
級
河
川
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
河
川
法

が
適
用
さ
れ
る
河
川
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
六
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
七
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
八
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
五
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
起
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
収
用
の
手
続
が
保
留

さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
あ

わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
池

剛

第
１
起
業
者
の
名
称
岩
手
県

第
２
事
業
の
種
類
金
浜
地
区
海
岸
改
修
工
事
及
び
二

級
河
川
津
軽
石
川
水
系
津
軽
石
川
改
修
工
事
（
左

岸
：
岩
手
県
宮
古
市
津
軽
石
第
２
地
割
地
内
、
右

岸
：
岩
手
県
宮
古
市
赤
前
第
８
地
割
地
内
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
岩
手
県
宮
古
市
高
浜
４
丁
目
、
金

浜
第
２
地
割
、
金
浜
第
６
地
割
、
津
軽
石
第
２
地
割

及
び
赤
前
第
８
地
割
地
内

２
使
用
の
部
分
岩
手
県
宮
古
市
津
軽
石
第
２
地
割

地
内

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

海
岸
保
全
区
域
の
管
理
は
、
海
岸
法
第
５
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
本
件
海
岸
事
業
に
係
る
区
間
は
同
法
第

３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
岩
手
県
知
事
が
指
定

し
た
海
岸
保
全
区
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、ま
た
、

二
級
河
川
の
管
理
は
、
河
川
法
第
1
0条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
本
件
河
川
事
業
に
係
る
区
間
は
同
法
第
５
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
岩
手
県
知
事
が
指
定
し
た
二

級
河
川
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
岩

手
県
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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